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図 版

PL.1  調査地周辺の現状 (空中写真)   PL.5(1)建 物SB5104(西 か ら)

PL.2(1)西 区全景 (東か ら)          (2)建 物SB5105(南 か ら)

(2)東区全景 (東か ら)        PL.6(1)建 物SB5161(東 か ら)

PL.3(1)東 一坊大路SF5100(司 ヒか ら)           (2) 建物SB5162(南 か ら)

(2)溝SD5110,sD5113(西 か ら)   PL.7  出土土器

PL.4(1)建物SB5101(北 か ら)       PL.8  出土遺物 (和 同開弥銀銭、陶硯 、

(2)建物SB5102(北 か ら)            土馬、埴輪、石鏃 )

伊J    百

1.本書 は、橿原市高殿町字 テ ンヤ ク537-1ほ かにおいて実施 した、藤原京左京二条一坊東

北坪、同二坊西北坪の発掘調査 の報告である。

2.調査 は、林住建株式会社 の分譲住宅建設 に伴 う事前調査 として、奈良県教育委員会の委嘱

を受 けた奈良国立文化財研究所飛鳥藤原官跡発掘調査部 (部長 岡田英男)が実施 した。

3.調査 は、飛鳥藤原宮跡発掘調査部 の藤原宮第48次調査 に該当 し、遺構番号 などは藤原宮 の

調査基準 に準拠 した。

4.調査 は、東 区 と西区 とにわけて行 ない、調査期間は、東区が昭和 61年 4月 7日 ～ 6月 25日 、

西区が 6月 30日 ～ 8月 1日 で、調査面積 は約2,600ポ である。

5.調査 には、主 に木下正史、菅原正明、大脇潔、西 口寿生、高野学が参加 し、山本義孝、春

日井恒 の協力 を得た。

6.調査の実施 にあたっては、林住建株式会社 と奈良県教育委員会の協力 を得 た。

7.本書の作成 は、部長岡田英男の指導の もとに、調査部員全員があた り、全体 の討議 を経て、

次のよ うに分担 して執筆 した。

1;木下正史、 Ⅱ・ Ⅲ-2・ Ⅲ-3・ Ⅳ;西 口寿生、Ⅲ-1;西 口寿生 。深澤芳樹

8.遺構・遺物・図版の写真 は井上直夫が担当 した。

9.本書 の編集 は西 口が担当 した。




